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巣
立
ち
の
時
県
北
中
学
校

卒
　
業
　
式

県 北中 学 校卒 業式は３月１３日 に 挙

行され、１２７名 （男61 名 一女６６名）

が 学び 舎 を巣 立 ちまし た 。 卒業 証 害

を 手に 、 楽し かった中 学生 活を 振 り

返り。友 との分 かれを惜しみつつも 、

多く の生 徒が15 日 の 高校入試 へ挑 み

ます。 新たな生活 へ向 け、希望や夢 、

そし て すこ し の 不安 を 抱きな が ら の

旅 立ち の 眄です。

卒業 おめ でと うご ざいま す。

巣立ちの歌を合喝する県北中卒業生



ご
み
の
出
し
方

こ

れ
ま
で
燃
え
な
い
ご
み
と

し
て
ク
リ
ー
ン

ボ
ッ
ク
ス
で
缶

な
ど
と
一
緒
に
出
し
て
い
た
び

ん
は
、
色
に
よ
り
３
種
類
に
分

別
し

、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
そ
れ

ぞ
れ
資
源
専
用
袋
で
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の

た
め
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
出

発
点
で
あ
る
家
庭
で
の
分
別
排

出
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。
町

民
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力

を
お
願

い
し
ま
す
。（
詳
し

く
は
広
報
２
月
号
６
・
７
頁
を

参
照
く
だ
さ
い
。
）

変わります
の４月からは、いつかの制度

に私たちの生活に大きく関わ

知らせいたします。

ペットボトルも資源専用袋に

こ
の
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
る
容
器
は
、

資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
支

キ
ャ
ッ

プ
を
と
り
、
水
洗
い
の
後
に
つ
ぶ
し
て
専

用
袋
に
い
れ
て
、「
リ
サ
イ
ク
ル

の
日
」
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

『リサイクルの日｣に

だす
・ 藤田・山崎・石母田地区

…毎月第２土曜日

・ 小坂・森江野・大木戸・

大枝地区

‥･毎月第４土曜日

指
定
の
資
源
専
用
袋

環
境

に
配

慮
し
、
燃

え

る
ご
み

袋
と
同

様
ダ

イ
オ
キ

シ
ン
の
発

生
し

な

い
ポ
リ
エ

チ

レ

ン
製
で

す
。
ま

た
、
中

味
が

確
認
で

き
る
よ

う
透

明
で
、
形

状

も
同
じ
取

つ
手

つ
き
で
、
ロ

ー
ル
巻
き
（
Ｉ

ロ
ー
ル
1
0枚
）

で
す
。

ペット ボトル 専用袋　　45 趾

ペット ボトル･ びん兼用袋30 ａ゙

ペットボトル･ びん兼用袋20 臨

びんは3種類に色分けして

飲み物、食料品のぴん (割れたものも含む)

ジニl－スやドリンク刪.食べ物や興味料 . 震 用 油､ワインや洋看などのびん類

洗って色別に３種に分別

無色（透明）びん 茶色びん その他の色ぴん

資源専用ａにそれぞれ入れ､名前を記入し､燃えないごみの日に出す

リターナルびん(生きびん)…繰り返し使われるビ

ールびんや 一升びん､ジュースのびんは､今までど

おり洗ってリサイクルのllに指定の場所へ．

飲料.食料品以外のぴん(化粧品類のびんなど)‥･

今までどおリクリーンボックスで.空き缶､ガラス

のコップ､板ガラスなどといっしよに.燃えないご

みの日に出してください．

【指定袋以外での回収はいたしませんのでご注意く

ださい】

問い合わせ　住民課生活環境係　585-2116

預金の保護範囲がかわります 定期預金は4月から
１｡０００万円に

万一金融機関が破たんし た場 合､私たちの

預命は現 在全額保護されてい ますが､ 今年四

月からは定期預金などについて保護範囲が

一金融機関あたりI.OOO 万円までの孤金とそ

の利息に変わります｡鈴通 預金や当座預金は

来年(平成15 年)３月末まで令額保護が継続

されます が､４ 月以降は｢司様に保護範囲 がI,OOO

万円までの預金とその利息になります。

普通預金等

定期預金等

鮭 覡 の驥 夕戲

詳しくは各金融機関にお問い合わせください。



４月から
新年度のスタートとなるこ

や手続きが変更されます。特

る点について、その概要をお

国
民
年
金
が

変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、

四
月
か
ら
町
で
行
っ
て
い
る
保
険

料
収
納
事
務
な
ど
の
一
部
を
、
国

（
社
会

保
険
事

務
所

）

で
行
う
こ

と
に
な
り

ま
す
。

引き続き町で行う事務

国民年金資格取徇･喪失の届出

保険料免除 や学生納付特例の申調

国民年金受給手続き( 第1 号被保険 者期周

のみの方と障害年金.遺族年金等)

変
わ
る
１

国民年金保険料の納付方法

・「保険料納付案内書」は国から送られます。

今まで町から送付されていた納付書は４月より国（社

会保険甲務所）から直接送付されます。

・保険料納付窓口が広がります。

４月からは、口座振替や全Ｓの銀行、郵便局、農協、

信用金庫、労働金庫などで納めることになります。

役場窓口では納められません。

変
わ
る
２

「第３号被保険者」の届け出は扶養者の勤務先へ

今まで届出は役場の窓口になっていました が、４

月からは配偶者の勤め旡に捷出することになります。

変
わ
る
３

保険料の「半額免除制度」が導入されます

４月から、今までの全額免除に加えて「半額免除

制度」が導入されます。基準。内容等については住

民課年金係にお問い合わせください。

変
わ
る
４

年金の請求先の変更について

４月から、役場窓口で年金誦求手続きできるのは、

第1 号被保険者期間のみの方だ｛｝になります。

その他（厚生年金や第３号被保険 者）の 方は社会

保険事務所で手続きするようになりま す。

問い合わせ　住民譚年金係　谷 585-21  79

平成13 年度の国民年金保険料は３月２９日までに必ず納めましょう

始
ま
り
ま
す

完
全
学
校
週
五
日
制

今
年

四

月
か

ら
、

毎
週

土

曜

日

を
休

み
と

す
る

「
完

全

学

校
週

五
日

制

」
が

全
て

の

公

立
の

幼

稚
園

・
学

佼
で

始

ま

り
ま

す
。

こ

れ
ま

で
よ

り
授

業

時
闘

は
週
二

時

限
少

な

く
な

り
、

学

習
内

容

も
自

ら
学

び

、
考

え
る
力

を

養

う
こ
と

を
中

心

に
、「

生
き

る
力

」
を

育
む

こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

毎
週

土
日

が

休
み

に

な
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
家

庭
や

地

域

で

の
関

わ
り

が
更

に

重
要

に
な

り
ま

す
。

町
で

は

、
公

民
館
活
助
の
充
実
や
、
地
域

活
動
の
支
援
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地

域
に
お
い
て
も
、
生
活
上
の

ル
ー
ル
や
思
い
や
り
な
ど
を

学
び
。
体
験
す
る
機
会
の
確

保
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
中

学
校
一
年
生

は

三
十

人
学
級
へ

福
島
県
で
は
四
月
か
ら
、

小
学
校
一
年
と
中
学
校
一
年

を
、
一
学
級
あ
た
り
現
行
四

十
人
編
成
か
ら
三
十
人
と
す

る
、
少
人
数
学
級
を
実
施
し

ま
す
。
新
し
い
生
活
や
学
習

に
戸
惑
い
が
ち
な
一
年
生
に
。

き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
る

よ
う
に
導
入
さ
れ
る
も
の
で
、

十
五
年
度
か
ら
は
小
学
校
二

年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
藤
田
小
で
は

新
入
学
児
童
六
十
一
名
に
よ

り
、
現
行
二
学
級
が
三
学
級

に
、
県
北
中
新
入
学
生
徒
一

一
四
名
に
よ
り
三
学
級
が
四

学
級
の
編
成
と
な
り
ま
す
。

完全学校週５日制は、家庭や地域で

の教育機能の復興が求められます。



振
興
計
画
の
実
現
に
向
け

国
見
町
振
興
計
画
審
議
会

国
見
町
第
四
次
振
興
計
画
は
、

昨
年
の
三
月
に
議
会
の
承
認
を

得
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

実
現
に
向
け
た
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
審
査
検
討
す
る
国
見

町
振
興
計
画
審
議
会
が
二
月
二

十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

振
興
計
両
を
具
体
化
す
る
た

め
、
毎
年
三
ヵ
年
を
見
越
し
た

実
施
計
画
を
作
成
し
、
同
審
議

会
で
進
捗
状
況
の
検
証
も
含
め
、

審
査
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
提

出
さ
れ
た
計
画
で
は
、
平
成
十

六
年
度
ま
で
に
、
町
で
実
施
予

定
の
事
業
は
六
卜
四
件
、
総
額

四
十
五
億
五
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
中

に
は
町
民
生

活
に
密
着
す
る
町
道
整
備
を
は

じ
め
、
児
童
高
齢
者
福
祉
施
設
、

緑
農
住
整
備
、
藤
田
駅
前
整
備

や
水
道
整
備
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
国
県
嘔
業
ト

ー

件
、
公
な
藤
田
病
院
改
築
、
衛

生
処
理
組
介
な
ど
の
嘔
業
も
掲

紋
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
議
会
で
は
、
真
剣
な
検
討

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
の
答
巾

と
な
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
閉

会
に

あ
た
り

冨
永
町
艮

か
ら

「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
、「
心
豊
か
な
人

に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
の
た
め
に
振
興
計
画
さ
ら

に
は
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い

と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

国
見
ニ
ュ
ｌ
タ
ウ
ン
内

町
営
住
宅
板
橋
南
団
地
完
成

国
見
町
が
国
の
補
助
を
受
け
、
昨
年
三

月
か
ら
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
建
設
を

す
す
め
て
い
た
、
板
橋
南
団
地
（
Ｃ
棟
）

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
住
宅

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
全
十

四
戸
か
ら
な
り
、
四
月
か
ら
入
居
可
能
と

な
り
ま
す
。

完
成
し
た
住
宅
は
、
一
階
が

高
齢
者
向
け
仕
宅
（
シ
ル
バ
ー

（

ウ
ジ
ン
グ
）
と
な
っ
て
お
り
、

ス
ロ
ー
プ
や
段
差
の
な
い
引
き

戸
式
の
玄
関
、
広
い
ト
イ
レ
や

脱
衣
所
な
ど
、
お
年
寄
り
や
陣

害
を
持
っ
た
人
に
も
、
や
さ
し

い
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
万

Ｊ
の
た
め
の
緊
急
通

信
シ
ス
テ
ム
が
完
備
さ
れ
、
高

齢
者
に
対
し
必
要
に
応
じ
て
生

活
指
導
等
を
行
う
、
生
活
援
助

員
が
配
置
さ
れ
る
計
画
で
、
そ

の
た
め
の
部
屋
や
団
ら
ん
室
も

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
階
に
は
シ
ル
バ
ー
住
宅
二

Ｄ
Ｋ
（
和
宇
ニ

ーダ
イ
ニ
ン
グ
）

が
四
戸
、
二
階
は
一
般
住
宅
で

二
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
和
室
一
、
洋
室

ミ

ダ
イ
ニ
ン
グ
と
リ
ビ
ン
グ
）
が

三
戸
、
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
和
室
一
、

洋
室
气

ダ
イ
ニ
ン
グ
と
リ
ビ

ン
グ
）
が
二
戸
で
、
三
階
は
同

様
の
間
取
り
で
五
戸
、
合
計
十

四
皀
帯
が
入
居
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
各
戸
ご
と
の
物
置
、

駐
車
場
、
駐
輪
場
も
備
え
て
い

ま
す
。

広
い
引
き
戸
式
玄
関
、
部
屋
と
の

境
も
段
差
の
少
な
い
つ
く
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
（
シ
ル
バ
ー
住
宅
）

高齢者等が集える団らん室



町ホームページがリニューアル

暮らしの
ガイドを充実

国貝丿町のホームページが３月20日にリニュー

アルになります。

町民 の皆様 に関 わりのあ る事柄をできる

だけ分 かりや すく お伝え するため 「暮らし

のガイ ドj とし て集約し ました。また 、皆

様から ご意見 ・ご 要望を劭 単に亀子メ ール

により お寄せいた だけるよ うに機能強 化を

はかっており ます。

「暮らしの ガイド」では､ ごみの出 し方や戸

籍などの 届出、 町税や介護 保険制度など生

活上の知り たいこと｡ また､申 請や届出眄に

必要なも のがご覧 頂けま す。 今後掲載内容

の充実を 図るととも に、イ ベント俑報など

も 盛り込み。各楝の申 詰丹式をダウンロ ード

できるよう充実させていくこととしています。

新しく なる国見 町ホーム ページにアクセ

スしてみ てください 。見た感 想をお寄せい

た だけ れば、さら にパワー アップをしてい

き たいと 考えており ます。

【問い 合 せ】

企画商工課　価 585  ー2
E-mail:kikaku55@green.ocn.ne.jp

福島県伊達郡

国見町

国見町ホームページアドレス
WWW.  town.  kunimi.

fukushima. ｣0

｢広報くにみ」もご覧頂けます

町ホームページの中の｢ 広報誌｣をクリッ

クすると｢ 広報くにみ」がご 覧頂けま す。

平成13 年9 月号 から 掲載して おり､PDF

形式を採用していますので､閲覧するには。

アドビシ ステムズ 社のAcrobatReader

日 本語 版( 無料でiJ ホームペ ージ上から

入手でき ます。)を準備くだ さい。

暮らしのガイド

広 報 誌

鴎見ニュータウン

観光 スポット

国見の祭り｡

産 品紹 介

国 見町紹介 ・

リンク集　 Ｉ

HOME　 ，ｙ

大型店出店計画で

町へ要望書提出

町
内

に

大
型

シ
ョ

ッ

ピ
ン
グ

セ

ン

タ
ー
出

店

の
計

画

が
あ

る

こ

と

か
ら

、
二

月
十

四
日

国
見

町

商
工

会

会
長

及
び

同
商

業
振

興

協

同
組

合
理

嘔
長

連
名

で

、

。瓦
不

余
名

の
署

名
を

添

え
て

、

町

へ

慎
屯

な
対

応
を

求
め

る
要

望

鵆

が
提
出

さ

れ
ま

し
た

。

要

望
μ

の
内

容
は

、
ホ

ー

ム

セ

ン

タ
ー

な
ど

流
通

小
売

業

を

営

む

㈱
ダ

イ
ユ

ー
エ

イ
ト

（
本

社

福
鳥

市

）
が

計
画

し
て

い

る

国

見

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ

ン
タ

ー

に
つ

い
て

、
商

店
街

の
死

活
問

題
で
あ
り
、
青
少
年
の
非
行
化
、

交
通
渋
滞
な
ど
人
き
な
影
轡
を

も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
町
に
お
い
て
は
都
市
計

画
変
更
（
巾
街
化
区
城
に
編
人

す
る
線
引
き
兒
直
し
）
に
つ
い

て
は
、
卜
分
配
慮
さ
れ
る
よ
う

求
め
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

商
工
会
等
で
は
三
月
五
口
に
県

中
小
企
業
課
。
都
市
計
画
課
、

県
北
地
方
振
興
局
お
よ
び
県
北

建
設
事
務
所
な
ど
県
の
各
機
関

に
も
、
同
様
の
要
望
を
し
て
い

ま
す
。



２
月
の

グ
ラ
ビ
ア

小坂地区
換地作業始まる

小坂地区県 営ほ場整備 事業も､ 逎

水路に 椄し た 標準区 画36a の 農用

地の区画堅理 工事が終了し､ 換地に

向け た作業 がすすめられてい ます。

観月台 文化セン ターにお いて19名

の換 地評価委員が 。公平･ 公正をも

つとうに､ 換地計画書原案の策定作
業に君 手し まし た。餮定測譖の結果 。全面積は103ha  . 今後 ，

受 益者へのみなさ まに９ 案が提示されることになります，

明るい選挙の推進へ
国見町明るい選挙推進協語会t 爬藤喜

助会長) では, 県選挙管理委員会の 協贊の

もと ２月22日 。観月台文化センタ ーにお

いて大谷明夫先生･(福島 大学名誉教授)に

よる｢ 明るい 選挙の推進と 選挙制度｣と麭 ：

する 講演会を開催，選挙制度や推進方法 ：

に つい て理解を深めまし た｡｢政治家 が出 ：

し ても いい寄附は｣ など が出 題され ，同 ：

題を解きな がら 選挙ルールも学びまし た。:

税
を
知
ろ
う

税
金
教
室

大木戸小及 び藤田小学校学 校では､ ６

年生を対象に「税金教室」が間 設さ れ、

税金の 必要性 一使われ方など 理解を深め

まし た。福島税務署の広報官 からV  T  R

を交え て説明がなされ「倉木麻衣はいく

ら所 得税を納めたか？」など身近な 話題

をもとに 、実際に１億円と同じ 包みをも

ちい ての分かりやすい 授業に 、児童たち

も税金のしく みや大切さを学習し まし た。

地域住民のための

コンサート
(財)三井住反海上文化財団助成による｢ 天

羽明 恵＆丞田浩之コンサート｣ が２月16日観

月台文化センターにおい て開 催さ

れ 、ソプラノと テノールの歌声が

会場いっぱいに 響き渡り まし た。また,当叨の合唱サークルで

ある「国見プラウェン」も参加し ，―絹に ２曲を奏で まし た。

終了後 ，出演價たちの交流会 が行われ ，トップレベルの声楽家

との思談は｡ プラウェンのメン バーも音楽文化向十へのいい刺

激とな りまし た，



火
伏
せ
で
無
火
災
を
祈
願

国
見
町
消
防
団

三
月
十
日
、
国
見
町
消
防
団
恒
例
の
初
午
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
容
先
か
ら
新
緑
ま
で
の
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ
の
時
期
、
火
災
予
防
を

図
る
と
と
も
に
、
消
防
防
災
施
設
の
点
検
を
行
い
、
非

常
時
に
備
え
ま
す
。

新
し
い
家
が
建
ち
並
ぶ
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
は

じ
め
、
町
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
は
、
防
火
水
槽
な
ど
の

水
利
の
確
認
と
と
も
に
、
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

新
築
住
宅
に
水
を
か
け
る
「
火
伏
せ
」
も
行
わ
れ
ま
し

た
。消

防
団
幹
部
と
町
に
よ
る
消
防
防
災
施
設
の
巡
回
が

行
わ
れ
、
町
内
全
域
に
わ
た
り
、
防
火
水
槽
な
ど
来
年

度
整
備
予
定
地
な
ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

分
か
れ
て
も
友
達
だ
よ

幼
稚
園
で
お
別

れ
の
会

一
年
間
、
と
も
に
遊
び
、
と
も
に
学

ん
だ
幼
稚
園
児
も
四
月
に
は
小
学
生
、

町
内
五
つ
の
小
学
校
に
分
散
し
ま
す
。

森
江
野
幼
稚
園
で
は
二
月
二
十
八
日
、

藤
田
幼
稚
園
で
は
三
月
五
日
「
お
別
れ

会
」
を
催
し
、
離
れ
て
い
て
も
友
違
だ

よ
と
歌
を
歌
っ
て
は
、
想

い
出
の

Ｉ
ペ

ー
ジ
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。
保
護
者
の

方
も
参
加
し
、
園
児
た
ち
の
確
か
な
成

艮
を
確
認
し
な
が
ら
、
み

ん
な
で
カ
ツ

サ
ン
ド
に
よ
る
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

入
学
お
め
で
と
う

平

成
十
四
年
度
小
学
校
新
入
学
児

童
者
名
簿

小
坂
小
学
校
　
十
七
名

佐
藤
翔
太

佐
藤
亜
真
受

贊
野
兼
矢

安
孫
子
伸
吾

高
橋
源
太

山
田
憲
一

渡
邊
し
ず
か

赤
坂
春
奈

山
田
愛
理

佐
藤
は
る
香

梅
谷
菜
月

後
藤

葵

山
田
真
子

渡
邊

茜

菊
池
綾
乃

寺
島
粟
緒

武
田
み
や
び

藤
田
小
学
校
六
十
一
名

安
藤
春
樹

冨
永
和
哉

渡
邉
将
輝

菊
地
暫
Ｃ

高
野
克
哉

玉
木
優
斗

佐
藤
寿
樹

紺
野
恭
平

西
田

陽

浅
野
湧
哉

八
島

傑

佐
藤

源

村
木
優
馬

佐
藤
優
平

鈴
木
亮
太

黒
田
光
爽

渡
辺
卓
弥

松
浦
良
太

村
上
修
哉

佐
藤
真
也

佐
藤

俊

高
橋
慶
気

佐
藤

原

仲
野
有
輝

佐
藤
佑
太

佐
藤

晃

内
村

航

大
勝
孝
太

小
野
雄
太
郎

菅
野
颯
人

鈴
木
觴
成

板
晒
・
紳
太
郎

高
礇
雅
治

佐
藤
愛
亰

清
水
杳
澄

・羽
根
智
佳
子

佐
藤
絵
一
利
薔

遠
藤
玲
菜

松
田
章
歩

引
地
光
希

栗
原

渚

高
橋
侑
花

佐
野
英
咲

佐
久
問
梨
奈

佐
藤
美
紅

石
幡
朱
里

大
槻
く
る
み

佐
藤
直
実

紺
野
真
未

一
縢
田
粟
穂
子

八
烏

好

大
竹
加
奈
子

武
田

蘭

吉
田
紗
季

野
村
明
香
莉

河
野
哭
里

野
村
愛
梨

後
藤
美
桜

山
田
窓
佳

鴨
田
綾
乃

森
江
野
小
学
校
十
一
名

実
沢
阻
太

佐
藤
剛
大

佐
久
間
亮
介

佐
葎
寵
介

石
川
稀
世
樹

吉
田
留
衣

挽
地

稔

佐
繭
絵
梨
華

遠
藤
愛
実

徳
江
輿
里

斎
藤
彩
可

大
木
戸
小
学
校
六
名

吉
田
爽
也

村
上
佑
賁

遠
藤
菜
々
末

山
田
沙
理
奈

松
浦
瑞
帆

星
野
亜
季

大
枝
小
学
校
(
国
見
町
分
)
　
三
名

松
浦
大
己

鈴
木
直
人

吉
田
良
枝

（
敬
称
略
）

【
問

い
合

わ
せ

】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

］`｛
５
８
５
｝
2
8
9
2



異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

住
所
変
更
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に

三
月
、
四
月
は
、
転
勤
や
就
職
。進

人
学
の
季
節
で
す
。
町
か
ら
転
出
す

る
方
、
新
た
に
国
兄
町
民
と
な
ら
れ

る
方
、
異
動
の
時
は
住
所
変
更
の
手

続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

住
所
を
変
更
す
る
と
き
は
役
場
へ

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
を
し

な
い
と
、
選
挙
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

年
金
や
児
童
手
当
な
ど
の
給
付
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
さ
ら
に
入
学

や
健
康
診
断
な
ど
に
ま
で
影
響
が
出

て
き
ま
す
。

転
人
、
転
出
。
転
居
す
る
方
は
期

限
内
に
住
民
課
戸
籍
住
民
係
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
期
は
窓
口
が
混
み
あ
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
戸
籍
の
届
け
出
（
出
生
、
死

亡
。
婚
姻
、
離
婚
な
ど
）
は
．
ｔ

・

日
曜
日
や
祝
日
で
も
、
日
直
の
職
貝

が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

他
の
手
続
き
も
忘

れ
ず
に

住
所
が
変
わ
る
と
、
住
所
変
更
届

以
外
に
も
、
上
Ｆ
水
道
、
医
療
保
険
、

納
税
な
ど
の
手
続
き
も
必
要
で
す
。

ド
の
問
い
合
わ
せ
を
参
考
に
日ｆ
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
。

印
鑑
や
保
険
証
、
身
体
障
客
者
手
帳

な
ど
、
必
要
な
も
の
を
あ
ら
か
じ
め

電

話
で
確
認
し
た
上
で
お
い
で
に
な

る
と
、
一
度
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
電
気
や
電
話
、
ガ
ス
会
社
へ

の
連
絡
も
忘

れ
ず
に
！

★
問
い
合
わ
せ

住
民
課
　
戸
籍
住
民
係

啻（
５
８
５
）
2
1
1
5

窓口が混みあうことがあります。
時間に余裕を持っておいでください。

主な届け出と必要なもの

・転入届（14日以内に）

印鑑 前住所地で発行する転出証明

書 年金手帳 小中学生がいる場合は
在学証明

ａ
・
‐
・

前出転１届出転

印 鑑 年金手帳 国民 健康保険証

（加入者のみ） 老人医療受 給者証（受
給者のみ） 印鑑登録証（登録者のみ）

・転居届（14日以内に）

印 鑑　年金手帳　国民 健康 保険 証(
加入者のみ)

手続きの問い合わせ先

・戸籍 住民票 印鑑登録 住民異励届

ごみ収集　し尿くみ取り

……………住民課 ( 5 ) 2115

・陣客者福祉 老人福祉 生活保護 児
重手当　保育所 国民鍵康保険 老人医

療 乳児医療 予防接種 母子手帳　 健

康診噺など……保健福祉課(  5 ) ~ 円 3

・納税関係…………税務課71く5  ) 2778

・上 水 道…………水道課 (  5  ) 2  ?

・下 水 道……都市整爾課 ﾊ  ゙( 5 ) 2 4

・小中学校への転校

……学校教育課 ( 5 ) 2892

自 動 交 付 機 を

ご利用下さい
お休 みの日でも時間外でも､「町

民カード」があれば、自動交付シ

ステムで、住民票、印鑑証明書及

び税関係証明書の発行が簡単にで

きま す。どうぞご利用ください。

利

用

に

は
「
町

民

カ
ー

ド
」

が
必

要

で
す

自
動

交
付

機
を
利
用
す
る
と
き
は
、

一
人
ひ
と

り
専
用
の
カ

ー
ド
．
「
町
民

カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
。
町
民
カ
ー

ド
の
初
回
登
録
料
は
無
料
。
発
行
手

続
き
は

住
民
課
戸
籍

住
民
係

に
お

い
て
唹
日
８

時
3
0分

か
ら
1
7
時
ま

で

受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

設置場所と利用時間

設営壜所 �

・見町役場(

仁民皿　
窓口厨)�

観月台又化t?
ンター(
電話ボッ　

クス翦)

利用時灣

弓～金曜日 �8 -2 ~ 18 CX〕�83〕～211)

士日祝日辱，8 33～1 7 OO��81〕－17 a}

喩艾叱センターでは毎月第I FI鰡日の休鰓日

は利哮lできません．

問い 合わせ

住民課戸籍住民係 7?(  585 ) ? 1 し



保 健 だ よ り
保羈福祉岬 で輝健事進彈ヵ【 甲 5 )‘27 匈

すすんで受けよう

総合検診

４月２２日～26 日､30 日､5 月１･２･フ･８･１１日 [延べ11 日間]

検診科目 � 対 象 者 �料 金 �
国民健康保険に加入されて
いる方は、無料となります。

年齢等の確認のため保険証
を必ず持参して下さい。

また、70歳以上の方．住民
税非課税世帯、生活保護世
帯の方も無料となりますの
で、受付に申し出てくださ

い。

結核 検 診 �昭和62年４月１日以前に生まれの方 �無料

基本便屋訛晋 �昭和a〕年４月１日以前に生まれの方 �800円

肝 炎 検 査 �40歳～69歳までの希望者 �600円

前立腺検査 �9)歳～69歳までの希望男性 �4(X〕円

冐がん検診 �昭和38年４月１日以前に生まれの方 �6(X〕円

骨粗l屁検診 �18･a〕･a･3〕･35･40･45･S〕･56･EI･66四 歳の女性 �4(X)円

＊総合検診とは…
一度の検診で結核検診､基本健康診査､冐がん検診､骨粗鬆症検診(女性
のみ)を一度に実施する検珍方法で､受診者の皆様の利便を図ります。

乳　児　健　診

骸　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成14年１月生まれ）

・９か月児（平成13年７月生まれ） �
５月23日(木) � 午後１眄30分～午後２眄 � 観月台文化センター

第１和室

〈健診内容〉 ☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、嵯乳、予防接種などについて
〈持参するもの〉 ☆母子健康手帳を忘れずに!

ポリオ集団予防接種 (平成14年度実施日程について)

実施日 � 対象地区 �受付時間 � 会場

平成14年６月10日(月) �藤 田 地 区 �

午後1畤匐分
～午後2時 �

観月台文化センター
大研修軍

平成14年６月11日(火) �藤田地区以外

平成14年10月８日(火) �藤 田 地 区

平成14年10月９日(水) �藤田地区以外

( 対象乳幼 児)

実扼日 に満３か月からｌ〕月未満までの１回もしく

は２回未投与の乳幼児

●注意すること･･･６週胃以上の間隔で２回投与しまｉ 。

( 持参するもの)

☆ポリ オの予防接種予診累を記入し、母子健康手

帳と一緒にお持ちください。

個別予防接種の受け方について
乳幼児等の個別 予防接種は国見町内の指定医療機関に限られておりましたが、

平成14 年４ 月１日 から伊達部内の指定医療機関で受けることができるようにな

りました。 予約については役場への手続きは 不用となり、心接医 縦機関でする

ことになり ます。

伊達郡内の 予防接種実施医療機 関一覧については、就学前のお 子さんをお持ちの保護者の皆 様へすでに送

付しており ます。

医療機関を知りたい 逞護者の皆 様は。役場保健福祉課保位増進係 次T叺お固合せください。

なお、ポリオ予防接種、小・中学 校で該当する予防接穐は、従来どおり集団 で・ 施いたし まｔ



インフォメーション国見町運行の市町村バス

４月から土曜日は
すべて運休となります

国 見町では県の指定を受け 、市町村

生活バスとして「藤田・貝田 綵」と梁

川町と共に「梁川 ・藤田線」の ２路線

を 。㈱福島交通に委託し 町民の足の確

保のため運行し ております。
こ の２つの市町村パス路線は 、４月

から すべて の土曜日が運休となります

のでお知ら せいたします。

また 、乗合バス路線についても、第２・

第４土曜日に運休し てい た便は 、すべ

てのj二碍日が運休となります。（ただし 。

すべての土曜 日を運行していた便はそ

のまま土曜日も適行し ます。）

市町村バスは 、利用者の減少により

存続が困 難になった路線を 。町民生活

上必要な 路線として町が運行し ている

ものです。こ れからも 、皆榻の積極的

な パスの利用をお願いします。

【問い合わせ】

住民譚 生活環境係(  585 ) 2116

募
　
集

健
康
福
祉
祭
ス
ポ
ー
ツ

交

流

大
会

参

加

者

募

集

高
齢
者
の

ス
ポ
ー
ツ
と

文
化
の
総

合
祭
典
で
あ

る

『
う

つ
く
し

ま
、
ふ

く
し

ま
。
健
康

福
祉
祭
』
が

五

月
十
六
日

～
ｔ

七
日
に

福

島
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の

祭
典
の
中
で

あ
づ

ま
総
合

運
動
公
園
な
ど
で

行
う
ス

ポ
ー
ツ
交
流

大
会

（
第
十

回
す
こ
や
か
福

島

ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク

）
の

参

加
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
競
技

種
目
・：
卓
球

、
テ

ニ
ス

、
ペ
タ
ン
ク

を
は
じ

め
剣
道

や
囲
碁
な
ど

全
二

十
一
種

目
▼
参
加
資
格

…

県
内
在

住
の
六
十
巌
以
上

の
方

▼
申
込
期
限
・
：
四
月

卜
五
日

※
参
加

料
は
無
料
で
す

が

参
加
人

数
に
限
り
が

あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
次

に
問

い
合
せ
下

さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

茆
県
長
寿
社
会
推
進
機
構

ｎ
（
５
３
４
）
2
2
2
5

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
7
9
3

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
養
成

講
座
受
講
生
募
集

福
島
県
指
定
〈
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
餐

成
研
修
２
級
課
程
〉
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
養
成
講
座
へ
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
実
施
時
期
・
：
四
月
二
十

三

日
か
ら
六
月

二
十

九
日

ま
で

の
主
に
火

・
水
・
木

の

週
三
日
間
程
度

、
計
二

十

五
日
間

▼
定

員
…
二
十

名

程
度

▼
実
施
場

所
…
ま

ご
こ
ろ
サ
ー
ビ

ス
国
見
セ

ン

タ
ー
研
修
室

等

▼
講
座

内

容
店
…
厚
生

労
働
省
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
餐
成
研
修

２

級
課
程
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

▼
受
講
費
用
：
ふ（

万

八
千

円

▼
申
込
み
締

め
切
り
…

三
月
三
十
一

日

★
資
料
請
求

・
問
い
合
わ

せ

・
申
込
み
　

ま
ご
こ
ろ

サ
ー
ビ
ス
国

見
セ
ン
タ
ー

ｇ
（
５
８

５

）
5
9
2
3

福
島
い
の
ち
の
電
話

公
開
講
座
受

講
生
募

集

さ
ま

ざ
ま
な
問
題
で
悩

ん
で

い
る
方
へ

、
電

話
を

通
し
て

、
悩

み
を
乗

り
越

え
、
生
き

る
力
と
素
哨
ら

し
さ
と

呼
び
か
け
て

い
る
、

民
閥

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
団
体

「
福
鳥

い
の
ち
の
電

話
」

で
は

次
に
よ

り
公
開

講
座

を
開

設
し

ま
す
。
ま

た
、

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ

り
活

助

い
た
だ
け
る
相
談

貝
を

募
集
し

て
い
ま
す
。

◇
公

開
講
座
・：
『
支

え
あ

っ
て

生
き
る
』
を
テ

ー
マ

に
五

回
に
わ
た
り
甜

座
を

開

設
し

ま
す
。
講
座

の
内

容
、

受
甜
料
、
申

込
み
方

法
等

の
詳
細
は
左
記

へ
お

問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
相

談
員
募
集
・
：
右

の
公

開
講

座
へ
の
受
講

が
前
提

と

な
り
。
募
集
嬰
項

は
同

講

座
会
場
で
配
布

い
た
し

ま
す

。
な
お
、

詳
細
は
お

問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
問

い
合
わ
せ

福
島
い
の
ち
の
電
話
事
務

局
晋（
５
３
６
）
0
0
3
2

悩み･不安･孤独…

そんなとき
｢いのちのiU話｣へ

相談受付ダイアル

536 ｰ

西
分
署
だ
よ
り春

の
火
災
期
到
来

今
年
も
存
の
火
災
予
防
運
勣
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

『
た
し
か
め
て
。
火
を
消
し
て
か
ら
　

次
の
こ
と
』

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
防
火
意
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
火
災
予
防
を
実
践
で
き

る

よ
う
に
働
き
か
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
貴
璽
な
財
産
で
あ
る
緑
を
守
ろ
う
と
。
山

火
參
防
止
月
間
が
、
四
月
十
日
か
ら
五
月
九
日
ま
で

の
期
間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
風
が
強
い
こ
の
時
期
、
い
っ
た
ん

火
が
つ
く
と
急
激
に
延
焼
拡
大
す
る
危
険
性
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
焚
き
火
の

火
の
不
始
末
な
ど
、
ち
よ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火

災

が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
火
の
始
末
は
確
実

に
行
う
と
い
う
、
防
火
習
慣
を
身
に
付
け
。
火
は
絶

対
に
出
さ
な
い
と
い
う
意
識
の
も
と
、
繰
り
返
し
消

火
の
確
認
を
行
い
ま
し
よ
う
。

伊
達
地
方
消
防

組
合
西
分
署

ｇ
5
8
2
1
3
1
9
0



町 指 定 無 形民 俗 文 化 財

太 々神 楽 の 奉 納

４月21日(日)午後１時30分

内谷･春日神社( 神楽殿)

お
知
ら
せ

未
就
職
の
高
校
生
へ

‘

能
力
開
発
支
援
給
付
金

福
鳥
県
で
は

、
今
年
三

月

に
県
内
高
校

を
卒
業
し
『

就

職
が
決
ま
っ
て

い
な

い

方

を
対
象
に
、
就

職
の
た

め

の
教
育
訓
糾

受
甜
費
用

を

給
付
す

る
「
能

力
開
発

支

援
給
付
金
」

制
度
を
設

置
し

ま
し
た
。
職

業
能
力

の

開
発
と
早
期
就

職
の
促

進

を
目
指
し
て

い
ま
す
。

給
付
額
は
指
定

教
育
訓

練

施
設
の
受
講

費
用
で
、

訓

練
の
修
７
（
就

職
を
理

由

と
し
た
中
止

も
含
む
）

が
要
件
で
、
受

講
開
始
一

週
間
前
ま
で
県
能
力
開
発

協
会
に
受
給
資
格
認
定
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

指
定
施
設
な
ど
詳
細
は
悶

い
合
せ
下
さ
い
。

★
問
い
合
せ

県
庁
職
業
能
力
開
発
課

″`（
５
２
１

）
7
3
0
0

事
業
主
の
皆

さ
ん
へ
゛

労
働
保
険
の

年
度
更
新

平
成
十

四
年
度
の
労

働

保
険
の
年

度
更

新
を
す

る

時
期
が

ま
い
り
ま
し

た
。

四
月
初

め
に
福
島
労

働

局
か
ら

送
付

さ
れ
る
申

告

漱
‥
と
記
入

要
領
を
よ

く
お

読
み

い
た
だ
い
て
五
月

こ

卜
日
ま
で

に
最
寄
の
銀

行
、

郵
便
局

、
労
働
基
準
監

督

署
、
福
島
労
働
局
に
お
い

て
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
室

‥`一（
５
３
６
）
4
6
0
7

配

偶
者
暴
力
相

談
゛

支
援
セ
ン

タ
ー
開
設

『
配
偶

者

か

ら
の

暴

力

の
防
止

及
び
被
害
者

の
保

護
に

闃
す
る
法
律

』
の
施

行
に
よ

り
、
四
月

一
日

か

ら
次
の

機
関
が

「
配
偶

膏

暴

力

相

談

支

援
セ

ン

タ

ー
」

に
指
定
さ
れ
ま

す
。

①

県
婦
人
相
談

所
（
　に
5
2
2
1
1
0
1
0

）
②

県
県

北
保
健
福
阯
嘔

務
所

（

｀
J
5
3
4
1
4
1
0
1

）
③
県
男
女
共
生
セ

ン

タ
ー

（
｀
。
0
2
4
3
－

２

３
－

８
３
０

亠

支
扱

セ
ン
タ
ー
で

は
、

配
偶

者
な
ど
か
ら
の

暴
力

に

つ
い
て
の
相
談

。
各

棟

情
報

提
供
な
ど
を

行
い
ま

す
の
で

、
お
気
軽
に

ご
相

談
く

だ
さ
い
。

★
問
い
合

わ
せ

県
庁
児
童
家
庭
課
児
酖
福

祉
？

５
２
１
）
7
1
7
４

お
忘
れ
な
く
　
　
゜
学

保
険
証
の
手
続
き

国
民
健
康
保

険
に
お
い

て

、
修
学
の

た
め
遠
方
に

居

住
さ
れ
て

い
る
学
生
の

方

へ
は
、
瑟
保

険
証
が
特

例
と
し
て
交
付

さ
れ
て
い

ま
す
。
交
付
を

受
け
て

い

る
方
で
、
こ
の
春

、
大
学

や

専
門
学
校

を
卒

業
し
、

実
家
に
戻

る
方
や

会
社
等

に
就
職
し
職
場

の
保
険
に

加

入
す

る
場
介

は
。
堕
保

険

証
の
廃
止
の

予
続
き
が

必
要
と
な
り
ま

す
の
で
忘

れ
ず
に
屈
け
出

く
だ
さ

い
。

届
け
出
は

。
李

保
険
証
。

世
帯
に
交
付
し
て
あ
る
国

民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

ま
た
、
社
会
保
険
の
保
険

証
を
お
持
ち
の
う
え
、
保

健
福
祉
課
国
保
係
へ
届
出

ド
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
国
傑
係

冊（
５
８
５
）
2
7
8
5

保健福祉事務所が開設

福島県では．保僅と福祉の連携を強化

し ．県民サービ スの向 上を図るため ．４

月１日から社会福祉事務所と保健所を統

合し 、保健福祉事務所を開設します．

新しい保健福祉事務所は ．地域の総合e9

な保健・医療・福祉行政の拠点となり．

これまで社会福祉事務所と保健所で実施

していた業務は 、引き続き保健福祉事務

所で行います． （禰神保健福祉に関１ る

一郡業務の窓口が萼になります．）

県北保健福祉事務所

〒960  ｰ 8012　 福島 市 御山 町8  ｰ 30

(現県 北 保 健所 庁 舎)

534-410　FAX534  ｰ 410

誕

生

お

め

で

と

う

佐

藤
　
　

唯

Ｘ
（
第
　

に

）

忠

～

・
久

仁

？

ｊ

村

上
　

遥

香
．‐
ｉ゚

田
仰
前
）

時

彦

ｊ

・
麻

里

’ｒ
ｊ

菊

地
　

礼
華

ノ
（
右
母
ｍ

ぎ

喜

勝

ｊ

・
ひ

と

み
Ｉ

渡

邊
　

香

乃
ノ
（
山
崎
小
舘

）

璽

弥
ｊ

・
裕

子
ｊ

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

玉

木
　

フ
サ

バ
7
2（

小

坂

）

板

橋
　

哲

雛
ノ
5
5
（

耕

谷

）

渡

邊

仁

太

郎
j
8
8
（

泉
山
．卜
）

眥

野

金

次
郎

丿
7
6（

ｍ`
Ｍ

）

武

田

ヨ

シ

ノ
ノ
8
5
（
恥
田
ド
）

菊

地
　

昭

平

ご
7
0（

な
ｍ
心
）

斎

藤
　

タ

カ

．．
7
0（

山

根

）

佐

藤
　

ツ
ヤ

ご
8
8（

肖
町
南
）

（
２

月
末
日

ま
で

に
、
肖

町
窓

口
で

受
付

し
た
方
で

、

住
所
を

有
す

る
方
を
掲

祓

し
ま
し

た
Ｊ

掲戴を希望されない方は、届け出の際にお申し出下さい。

4月の心配ごと相談

５日Ii ll･ ｘｍ】 壘･.

11邨 り､ｘ ’･

15  印 glll　 煦.･.

li ｘ剛７ シ・

25 日lぎ’ 菊地 ド`綯 ’．

松滷ひろ-ｒ ．

･  場 所 矚 (･j 甬1･lj 毟

･  畸 置､lt 前!ill 一|ll’ll

人口と世帯
平皮14 年２月１日双在

人口1  1 .089人(   ー19 )

男 5  ､  0人(－19)

女5.749 人(士Ｏ)

出生４人 死亡12人

転入19人 転出３０人
世帯3.197 世帯(  十 8 )



生涯学習

つうしん

国見町 教育委員会生 涯学 習課

く観月台文化 セン ター)

酋(  585 ) 2670 FAX  ( 585 ) 2707

楽しく有意義な

活動ができました

～各学級が閉講式～

阿
津
賀
志
学
級

平

成

卜
．一
．年

度

阿
津

貿
志

学

級
閉

講

式
並

び
に

交
辿

安
全

人

学
終

了

式
は

二
月

ニ
ト

ニ

凵
、

観
月

台

文
化
セ

ン

タ
ー

に

お

い

て

、
学

級
生

．白
四

卜
余

名

の
出

席
の

よ

り
、

盛
大

に
開

催

さ
れ

ま
し

た
．

式
で

は
、

冨
永

町
災

か

ら
の

慰

労
と

励
ま
し

の

メ
ッ

セ

ー
ジ

が

寄
せ

ら
れ

、
年

間
学

習

活
動

が

報
告

さ
れ

ま
し

た
．．
す

べ
て

の

全
体

学
習

を

受
講
し

た

二
十

三

名
へ

皆
勤

賞

が
、

．
回

欠
席

の

二
十

名

に
は
精

勤
賞

が
公

Ｒ

館

長

か
ら
授
７

さ
れ

ま
し

た
．

町
九

名
へ

交

通
安

全
人

学
終

了

証
が

授
与

さ
れ

、

交
通

安
令

へ

の
認

識
を

新
た

に

事
故

の
絶

無

を
誓

い
合

い
ま

し

た
。

佐
藤

忠
美

町
巌

会

議
艮

か
ら

の

祝
辞

に
つ

づ
き

、

遠
藤

眞
桑

折

警
察

署
艮

か
ら

管
内

の

交
通

事

故

・
犯

罪
の
現

況

等
の

報
告

と

指
導

・

激
励
が

寄

せ
ら

れ
、

学

級
生

を
代

表
し

安

藤
政

治

委

貫

長
が

謝
辞

を
述

べ
ま
し

た
。

参

加
者

は

一
年
間

の

活
動

を
成

し

遂
げ

た

達
成
感

を
喜
び

あ

い

ま

し

た
。

終
了

後

。
特
別

公

演
と

し
て

、

国

見
町

交

辿
安

令
母

の
会

（

ポ

ン

グ
リ

劇
団

）
に
よ

る

演
技
「
お

茶

の
間

劇

場
：
悪

徳
商
法

怖

い

こ

と
怖

い
こ

と
Ｉ
・
」
を
観

賞
し

。

巧

妙

な
手

口
に

だ

ま
さ

れ
な

い
、

賢
い
消

費

者
に

な

る
こ

と
を

学

び
ま
し

た

。

成
人
学
級

卜

。一
。年
度

の
努

力
事

項
と

し

て

、『
自

ら
進

ん
で

学
習

に
参

加

し

、
仲
間

づ

く
り

に
努

め

る

』

「
自
分

の
住

ん
で

い

る
町
の

理

解

を
深

め
、

問
題

に

つ

い
て

考

え

よ
う

」「
学

習
の

結
果

を
生

か

し

、
自

己
を

高
め

よ

う
」

と
設

定

し
、

活
動

し
ま

し

た
。

学
習
内

容

は
、

学

校
教
育

に

関

す

る
こ
と

、
体

力

づ
く

り
、

見

聞
を

広
め

る
見

学
学

習

、
一

般

教
養

に

関
す

る
こ

と
と

、
来

年

度
の

学
習

計
両

案

の
作

成
と

新

年
の

抱
負

を
語

る

会
等

、
年

間

十
一
。回

の
学
習

会

を
実

施
し

ま

し
た

。

出
席

率

も
や

均
五

〇
％

を
超

え
。
努

力
事

項

の
、

自
分

か
ら

進

ん
で

参

加
・
：
の
実

践
と

と

も

に
、

学
習
意

欲

の
向
匕

が

図
ら

れ
ま
し

た

。

学

習
会

の
記

録
と

し
て

、
各

学

習

会
の

資
料

を
入

れ

た
、

文

集

『
あ
し

あ
と

』
を

作
成

。

一

年

間

の
活

助
成

果
と

し
て

、

ま

た
、

都
合

で
出

席
で

き

な
か

っ

た
方

も
学

習

の
内
容

が
把

握
で

き

る

よ

う
編
災

し
ま

し

た
。

例

年
、

男

性
の
方

の

人
級

が

少
な

い
状

況
で

し

た
が

、
今

年

度
は

四
十
一
。一
人

の
学

級

乍

の
う

ち
男

性

‐
|
‐。
二
名

の
参

加

に
よ

り

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

来

年
度

も

、
更

に
充
央

し

た

内

容

に
よ

り

、
仲
問

づ

く
り

と

学
習

に
励

め

る
よ

う
、

努
め
て

ま

い
り
ま

す

。
多

く
の

方

の
参

加

を
お
持

ち

い
た
し

ま

す
。

公 民 館では｡ 乳幼 児を持 つお 母さん

や子育てに関わっている人を刈象に｢ 子

育て教 室｣ を闍い ていｇす 。

お 母さん 達 が学 習し ている 鬨｡乳幼

児のお 世 話をし てくださる,｢ 保 育ボラ

ン ティア｣ を募 集し ていま１ ．

保 育とともに 教室生 親子との交 流や。

芋を 植え て 秋には 焼きいも パ ーティも

開 催します。

昨 年は｡25 名の 方々にご 協力 を頂き

まし た。今 年もお 手 伝いいた だける 方

を募集しています。

(間合せ･申込)
教育委昌会生涯学習調 魯| ･ 585?26 %

保育ボランティア募集



く
に
み
女
性
教
室

昨
年
五
月
に
開
講
し
た
く
に

み
女
性
教
室
は
、
十
二
川
の
令

体
学
習
と
、
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
、

ロ
マ
ン
ド
ー
ル
、
煎
茶
の
三
つ

の

グ
ル

ー
プ

学
習

を

終
え

、
一
。

月

十
三
日

に
閉
講

式

を
迎

え
ま

し

た
。

最
終

学
習

で
は

、

初
め

て
の

試

み
と

し
て

「

わ
た
し

の

自
慢

料

理
」

を

つ
く

り
ま
し

た
。

各

班

毎
に

話
し

合

い
、

準
備
し

、

出

来
上

が

っ
た

料
理

を
会

食
し

な

が

ら
、

一
年

を
ふ

り
返

り
ま

し

た
。

次
年

度

も
、
内

容

を
よ

り
充

実
さ
せ

、

皆
が

主
体

的

に
参
加

で

き

る
教

案
を

目
指

し
た

い
と

思

い
ま

す

。

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

少
年
仲
間
づ
く
り
教
宇
の
閉

講

式
は

、
一
一
月
一
Ｘ
Ｌ

三
日

に
観

月

台
文

化
セ

ン

タ
ー

で

行
わ

れ

ま

し

た
。

式

に
先

な
ち

、
料

理

教
室

を

行

い
、

食

生
活
改

為
‥
推

進
員

の

方

の
協

力

を
得
て

．

Ｆ

打
ち

う

ど

ん
作

り

に
挑

戦
し

ま
し

た

。

ｆ

ど

も
た

ち
は

、
悪

戦

苫
闘

し

な
が
ら

も

、
力

い

っ
ぱ

い

う
ど

ん
粉

を
こ

ね
、

麺

棒
で

の
ば

し

。

美

味
し

い
手
打

ち

う
ど

ん
が

で

き

あ
が
り

ま
し

た

。

閉

講
式

で
は

、

二
名

に
皆

効

賞
が

授
７

さ

れ
、
ま

た
、「
少

年

仲
間

づ

く
り

に
参

加
し

て
」

と

い

う
題
で

、
朿
海

林
綾

さ

ん
（
藤

川
小

五
年

）

と
。

渡

辺
駿

く
ん

（
藤

田
小

丘

年

）
が
発

表
し

、

一

年
を
し

め

く
く

り

ま
し

た
。

新しい本が届きました
～文化センター図魯室～

〈 一 般 図 書 〉

＊ 広瀬光治の ゆびあみレッ スン ……………広瀬光治

＊はじめて の刻字…………… ………………村山臥龍

＊最新ソフ トバレ ー ・ハンドプ･ソク…… 豊田博 他

＊国宝の旅 ……………………… ………………講談 社

＊ 絵てがみに夢をのせて･･･絵てがみで自分史をつくる会

＊昭和路地 裏大 博覧会……… ………………高橋芳則

＊日本人はるかな旅･･･ＮＨＫスペシャル日本人プロジェクト

＊里山図 鑑…………………… ………おく やまひさし

＊笠雲…… …………………… ………………諸田玲子

＊声に出し て読みたい日本語 …………………斎藤孝

〈児童図書〉

＊ 木の実 ノート ……………… …………廴ゝさ わゆうこ

＊ ぺろぺろぱあ …………… ……………さ とうわきこ

＊ モモタ 囗ウ が生まれた… …………………黒島英 俊

＊ ドッジ の風………………… ………………岩碕京子

＊ スクランブ ル・マインド ……… キャロル･マタ ス

＊ 日本の 神話……………… ………………松谷みよ子

＊ マイン ズ・アイ……… ポール・フライシュマン

＊あいうえ おちゃん……… ……………………蓊 絵都

＊タテ ゴト アザラシの 親子………………結城モイラ

＊ 魔法 便い はだれだ･･－ダ イアナ･ウ ィン･ ジョ ーン ズ

図書電算化のため、新しく「利用者カード亅 の受付
をしています。この機会に登録をおすすめいたします。

ス
ポ
ー
ツ

楽
し
く

ス

ポ
ー
ツ

教
室

２
月
に
閧
催
し
た
卓
球
と
ミ
ニ

サ
ッ
カ
ー
の
教
室
ノ
講
師
は
卓
球

が
元
国
体
選
手
の
斎
藤
ハ
ツ
子
先

生
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
が
占
田
友
和

先
生
。
受
講
生
は
基
礎
と
応
月
、

ゲ
ー
ム
を
と
お
し
て
。
そ
れ
ぞ
れ

の
競
技
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し

尽

ソフト

バレーボール

大会に出場

交析町で閥か れたソフトバ

レ ーボール大会 に出 場した石

母田 チーム。練 習の 成架を十

分に発押し、大健闘しました。

3
1
ぺ
ア
が
熱
戦

グリ ーンアリーナ９２３で行われた

第５回 国見町 インドア テニ ス大 会に

は３１ペア が参加し 、熱戦 を綬り 広

げ まし た。

1優 勝1 1･ 男子 高檎・山崎組

･･ 女子 吉田 ・高橋組

l 準優勝1 1･ 男孑 渡辺 丿菊地個

●女子 八島 ・濃辺耜

【３　 位】S･ 男子 山 崎・小島 組

松崎 ・松崎耜



国見ニュータウン 72区画
分譲中

今がお奨め
1｡国見町がしつかり支援
ニ ュータウン分譲斡旋奨励金支援事業として分譲斡旋

を頂い た場合、１区画あ たり３０万円ｶt支給されます。

2｡建てると有利
UI タ ーン 者建築推奨事業と して土 地家屋に関わる固定

資産税1 ヵ 年分が交付さ れます。

平成１３年度において､分譲斡旋奨励金支援嘔業として 件 1.500 千円が、

またUI ターン者建築推奨早業として２;?什1､８６２千円が交付されました。

更
に
発
展
す
る
街
を
目
指
し

国

見
ニ

ュ

ー

タ
ウ

ン
で

は

、
六

十

一
世

帯

約
二

百

名
の

方

が
入

居

さ

れ
、
新
し
い
町

が
形

成
さ

れ
て
い

ま
す

。
恵

ま
れ
た

立
地

条
件
と

ぬ
く

も
り

の
街

並
み
は

、
住
ん
で
い
る
方
に

ゆ
と
り
と

安
ら
ぎ

を
与

え
て
く
れ
ま

す
。

居
住

さ
れ
る

方
か
ら

要
望
の

多
か

っ
た

、
防
犯
灯

（
街

路
灯

）
に
つ
い

て
こ

の
ほ

ど
設
置

さ

れ
、
暗
か

っ
た
ニ
ュ

ー
タ
ウ

ン
中
ほ

ど
を
照

ら
し
は

じ

め
ま
し

た
。
こ

れ
か

ら
も
皆

さ
ん
の

声

を
大
切
に

、
更
に

発
展

す
る
街

を
目

指
し

て
い

き
た
い
と

考
え
て

い
ま
す

。

安
心
さ
ら
に
確
実

マ
イ
ホ
ー
ム
は
、
家
族
の
夢
、
将
来
を
描
く

も
の
だ
か
ら
、
安
心
・
確
実
な
も
の
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
国
見
町

が
国
の
補
助
の
も
と
、
し
っ
か
り
造
っ
た
も
の

だ
か
ら
、
安
心
さ
ら
に
格
安
で
す
。

聘
在
7
2区
画
を
分
譲
し
て
お
り
、
先
着
順
に

要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま
す
。
建
築
期
間
の
制

限
は
無
く
、
将
来
予
定
さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の

た
め
に
も
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

甲成13 年春撮影

お申込み･お間い合わせ

国見町企画商工課谷 585-2927

下水道完備

お求めやすい坪黽 万円から

74坪ヽ139坪のゆとりの躇

段差のない巾道と歩逆

憩いの緑地公園4ヵ所

恵まれた躇 鮒卜|收|哺lj 駅

まで副i

Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
行
事
の
思
い
出

大
木
戸
小
　
五
年
　
阿
部
真
希

今
年
は
。
白
石
で
こ
け
し
の
絵
付
け
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
う
ま
く
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
目
を
か

い
て
い
る
う
ち
に
楽
し
く
な
り
。
ま
ゆ
毛
、
看
物
の

か
ざ
り
と
次
々
に
か
き
足
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
だ

け
の
こ
け
し
が
で
き
ま
し
た
。
手
作
り
の
大
変
さ
と

楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
一
日
で
し
た
。

力
を
合
わ
せ
た
学
習
発
表
会

大
木
戸
小
　
五
年
　
谷
渾
久
美
子

私
た
ち
は
、
白
雪
姫
を
英
語
劇
で
発
表
し
ま
し
た
。

た
っ
た
七
人
の
ク
ラ
ス
で
す
が
、
み
ん
な
が
が
ん
ば

っ
て
む
ず
か
し
い
せ
り
ふ
も
覚
え
ま
し
た
。
衣
装
や

道
具
も
自
分
た
ち
で
そ
ろ
え
ま
し
た
。
と
て
も
大
変

で
し
た
が
。
力
を
合
わ
せ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
と
思

い
ま
し
た
。

苦
し
い
時
、
こ
の
思
い
出
を
生
か
し
て
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
１
１
７
９
２

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字

藤
田
字
一
丁
田
二
、
２
の
１

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

２

４

１
５

８

５

－

２

１

１

１

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

２

４

－

５

８

５

１

２

１

８

１

ｍ

当

ｓ
一
ｉ

ｏ

７
＆

Ｓ

＠

一
ｌ

ｉ

・
８

コ
・コ
ｓ

‘
旨

小
さ
な
天
才
た
ち


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14

